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      黒崎合同法律事務所 

 朝 隈 朱 絵 弁護士 

１ 

職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
と

い
う
方
か
ら
職
場
環
境
の
改
善
や

責
任
追
及
の
方
法
に
つ
い
て
は
も

ち
ろ
ん
、
セ
ク
ハ
ラ
が
行
わ
れ
て
い

る
職
場
の
事
業
主
か
ら
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
相

談
。
ま
た
、
若
い
女
性
社
員
と
接
す

る
と
き
、
ど
こ
ま
で
が
セ
ク
ハ
ラ
に

当
た
る
の
か
が
分
か
ら
な
く
て
気

軽
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

お
困
り
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

２ 

「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は 

 
 

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
１
１
条
１
項
は
、
事

業
主
に
対
し
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等

の
た
め
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措

置
等
を
講
ず
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
同
項
が
問
題
と
し
て
い

る
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
①
職
場
に
お
い

て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
に
対
す

る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
対
応

に
よ
り
当
該
労
働
者
が
そ
の
労
働

条
件
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
、
又

は
、
②
当
該
性
的
な
言
動
に
よ
り
当

該
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
い
う
、
「
職

場
」「
労
働
者
」「
性
的
な
言
動
」
と

は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

ま
ず
、
「
職
場
」
と
は
、
会
社
内

の
み
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
、
出
張
先
、
業
務
で
使
用
す
る
車

中
、
取
引
先
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

た
め
の
飲
食
店
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

形
式
的
に
場
所
の
み
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
職
務
と
の
関
連
性
、

参
加
者
、
参
加
が
強
制
か
任
意
か
と

い
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
実
質
上
職

務
の
延
長
と
言
え
る
か
を
個
別
に

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
「
労
働
者
」
と
は
、
正
規

労
働
者
に
限
ら
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
、
契
約
社
員
等
、
事
業
主
が

雇
用
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
を
言

い
ま
す
。 

 
 

最
も
判
断
が
つ
き
に
く
い
の
は
、

「
性
的
な
言
動
」
で
す
。
こ
れ
は
、

性
的
な
内
容
の
発
言
及
び
性
的
な

行
動
を
指
し
、
事
業
主
、
上
司
、
同

僚
に
限
ら
ず
、
取
引
先
、
顧
客
等
も

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

行
為
者
に
な
り
得
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
性
的
な
事
実
関
係
（
例
え
ば
交

際
相
手
の
有
無
、
性
経
験
に
つ
い
て

等
）
を
尋
ね
る
こ
と
、
性
的
な
内
容

の
情
報
（
噂
）
を
流
布
す
る
こ
と
、

性
的
な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食
事
や

デ
ー
ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
、
必
要
な

く
身
体
へ
接
触
す
る
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
意
外
に
思
う

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同

性
に
対
す
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。 

３ 

「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
種
類 

 
 

「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
、
「
対
価
型
」

と
「
環
境
型
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 
 

「
対
価
型
」
は
、
労
働
者
の
意
に

反
す
る
性
的
な
言
動
に
対
す
る
労

働
者
の
対
応
（
拒
否
や
抵
抗
）
に
よ

り
、
そ
の
労
働
者
が
解
雇
、
降
格
、

減
給
、
労
働
契
約
の
更
新
拒
否
、
昇

進
・
昇
格
の
対
象
か
ら
の
除
外
、
客

観
的
に
見
て
不
利
益
な
配
置
転
換 

な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
で

す
。 

 
 

一
方
、
「
環
境
型
」
と
は
、
労
働

者
の
意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
に

よ
り
労
働
者
の
就
業
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
能
力
の
発

揮
に
重
大
な
悪
影
響
が
生
じ
る
な

ど
、
そ
の
労
働
者
が
就
業
す
る
上
で

看
過
で
き
な
い
程
度
の
支
障
が
生

じ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
事
業
所

２０１９年 ２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４８（４） 

内
に
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
労
働
者
が
苦

痛
に
感
じ
て
業
務
に
専
念
で
き
な

い
場
合
等
で
す
。 

４ 

判
断
基
準 

 
 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
状
況
は
多
様
で
あ
り
、
判
断
に

当
た
り
、
個
別
の
事
情
を
斟
酌
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者

の
主
観
を
重
視
し
つ
つ
も
、
事
業

主
の
防
止
の
た
め
の
措
置
義
務
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

一
定
の
客
観
性
が
必
要
で
す
。
一

般
的
に
は
意
に
反
す
る
身
体
的
接

触
に
よ
っ
て
強
い
精
神
的
苦
痛
を

被
る
場
合
は
１
回
で
も
就
業
環
境

を
害
す
る
事
に
な
り
得
ま
す
。
継

続
性
又
は
繰
り
返
し
が
要
件
と
な

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
明
確
に
抗

議
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
放

置
さ
れ
た
状
態
、
心
身
に
重
大
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合
に
は
、
就
業
環
境
が
害

さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
う
る

も
の
で
す
。 

５ 

何
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
す
る
か
、
そ
の
防
止

措
置
等
は
、
個
別
の
事
情
に
よ
り

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
側
面
が
大

き
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
セ
ク
ハ

ラ
事
案
の
発
生
防
止
を
考
え
る
上

で
念
頭
に
置
く
べ
き
は
、
何
が
セ

ク
ハ
ラ
に
あ
た
る
か
と
い
う
視
点

よ
り
も
、
な
ぜ
そ
の
行
為
が
セ
ク

ハ
ラ
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
の
か
と

い
う
視
点
で
検
討
す
る
こ
と

が
、
ど
の
立
場
か
ら
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
と
さ

れ
る
言
動
に
よ
り
、
当
該
労
働

者
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
の
か
、
就
業
環
境
を
ど
の
よ

う
に
変
え
た
の
か
に
つ
き
考
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。 

 
 

事
業
所
に
お
い
て
は
、
セ
ク

ハ
ラ
の
問
題
が
現
実
化
し
て
か

ら
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
日

ご
ろ
か
ら
事
業
所
内
で
研
修
を

行
う
等
し
て
、
発
生
を
防
止
す

る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

 



                     

              

                

 

                           

                           
 

  

総
会
＆
学
習
会
は
、
エ
フ
コ
ー
プ
生

協
労
組
の
永
田
副
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
健
和
会
労
組
の
石
坂
執

行
委
員
を
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。 

 み
ん
な
で
要
求 

 

み
ん
な
で
た
た
か
い 

 

み
ん
な
で
成
果
を
か
ち
と
ろ
う 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
永
冨

議
長
は
、
「
春
闘
前
段
の
た
た
か
い
と

し
て
北
九
州
市
長
選
挙
闘
争
に
全
力

を
あ
げ
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
勝
つ

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
笑
顔
の
会

の
掲
げ
た
政
策
の
正
し
さ
を
示
す
こ

と
が
出
来
た
。
２
０
１
９
年
春
闘
こ
れ

か
ら
が
本
番
の
た
た
か
い
と
な
る
。

２
・
２
８
地
域
総
行
動
、
３
・
１
４
全

国
統
一
行
動
の
成
功
、
さ
よ
な
ら
原
発

集
会
の
成
功
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
、
公

契
約
条
例
制
定
や
全
国
一
律
最
賃
制

の
実
現
の
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す
る

決
意
を
固
め
合
う
総
会
に
し
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
隈
本
福
岡
県
労
連
副

議
長
、
大
石
日
本
共
産
党
小
倉
北
区
県

議
予
定
候
補
が
参
加
し
、
力
強
い
激
励

と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 
す
べ
て
の
議
案
は 

満
場
一
致
で
確
認 

 

学
習
会
で
は
、
竹
下
武
全
労
連
常
任

幹
事
が
「
地
域
春
闘
を
構
築
し
、
運
動

と
組
織
を
発
展
さ
せ
て
要
求
の
前
進

を
」
と
題
し
て
６
０
分
間
講
演
。
２
０

１
９
年
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
の
春

闘
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
話
し
て

く
れ
、
２
０
１
９
年
春
闘
を
た
た
か
う

方
針
に
確
信
を
も
っ
て
頑
張
る
決
意

を
固
め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
春
闘
共
闘
要
綱
（
案
）
」
、
「
役
員

体
制
（
案
）」
、「
春
闘
方
針
（
案
）」
な

ど
総
会
議
案
の
提
案
は
、
堀
田
春
闘
共

闘
事
務
局
長
が
行
い
、
全
教
北
九
州
、

北
九
市
職
労
、
健
和
会
労
組
、
福
建
労

北
九
州
支
部
、
国
労
北
九
州
地
区
本

部
、
５
組
合
の
代
表
か
ら
２
０
１
９
年

春
闘
を
た
た
か
う
課
題
や
要
求
な
ど

に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
す
べ
て
の
議

案
は
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

春
闘
闘
争
宣
言
（
案
）
の
提
案
は
今

泉
地
区
労
連
幹
事
が
行
い
満
場
の
拍

手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
締
め
は
小
橋
副
議
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
永
冨
議
長
の
音
頭

で
、
２
０
１
９
年
春
闘
を
た
た
か
う
決

意
を
こ
ぶ
し
に
込
め
て
「
ガ
ン
バ
ロ

ウ
！
」
を
三
唱
し
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
に
、
講
師
を
交
え
て
懇

親
会
を
行
な
い
１
４
人
が
参
加
し
、
和

や
か
に
懇
親
を
行
な
い
ま
し
た
。 
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全労連竹下常任幹事を迎えての 
春闘共闘連絡会総会＆学習会は成功しました 

 

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
と
北
九
州
地
区
労
連
は
、
２
月
８
日
１
８
時
３
０
分
か
ら
、
戸
畑
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

２
０
１
９
年
春
闘
の
ス
タ
ー
ト
を
か
ざ
る
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
総
会
＆
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
＆
学
習
会

に
は
、
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組
や
国
労
北
九
州
地
区
本
部
、
北
九
州
市
職
労
や
健
和
会
労
組
、
福
建
労
な
ど
２
３
組
合
か

ら
５
４
人
が
参
加
し
、
２
０
１
９
年
春
闘
で
要
求
の
前
進
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。 

  
 総

会
＆
学
習
会
は
、
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組
の
永
田
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
健
和
会
労
組
の
石
坂
執
行
委
員

を
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
永
冨
議
長
は
、
「
春
闘
前
段
の
た
た
か
い
と
し
て
北
九
州
市
長

選
挙
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
勝
つ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
笑
顔
の
会
の
掲
げ
た
政
策
の
正
し
さ

を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
２
０
１
９
年
春
闘
こ
れ
か
ら
が
本
番
の
た
た
か
い
と
な
る
。
２
・
２
８
地
域
総
行
動
学
習
会
、

３
・
１
４
全
国
統
一
行
動
の
成
功
、
さ
よ
な
ら
原
発
集
会
の
成
功
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
、
公
契
約
条
例
制
定
や
全
国
一
律

最
賃
制
の
実
現
の
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
を
固
め
合
う
総
会
に
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
熊
本
福
岡
県
労
連
副
議
長
、
大
石
日
本
共
産
党
小
倉
北
区
県
議
予
定
候
補
が
参
加
し
、
力
強
い
激
励
と
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

学
習
会
で
は
、
竹
下
武
全
労
連
常
任
幹
事
が
「
地
域
春
闘
を
構
築
し
、
運
動
と
組
織
を
発
展
さ
せ
手
要
求
の
前
進
を
」
と

題
し
て

6
0

分
間
講
演
。2

0
1

9

年
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
の
春
闘
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
、2

0
1

9

年
春
闘
を
た
た
か
う
方
針
に
確
信
を
も
っ
て
頑
張
る
決
意
を
固
め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
春
闘
共
闘
要
綱
（
案
）
」
、
「
役
員
体
制
（
案
）
」
、
「
春
闘
方
針
（
案
）
」
「
春
闘
闘
争
宣
言
（
案
）
」
な
ど
総
会
議
案
の
提

案
は
、
堀
田
春
闘
共
闘
事
務
局
長
が
行
い
、
全
教
北
九
州
、
北
九
市
職
労
、
健
和
会
労
組
、
福
建
労
北
九
州
支
部
、
国
労

北
九
州
地
区
本
部
、5

組
合
の
代
表
か
ら2

0
1

9

年
春
闘
を
た
た
か
う
課
題
や
要
求
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
す

べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
永
冨
議
長
の
音
頭
で
、2

0
1

9

年
春
闘
頑
張
る
決
意
を
こ
ぶ
し
に
込
め

て
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」
を
三
唱
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
、
竹
下
常
任
幹
事
を
囲
ん
で
会
場
隣
の
焼
き
鳥
鳥
越
で
懇
親

会
を
行
な
い1

4

人
が
参
加
し
和
や
か
に
懇
談
・
懇
親
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 
 

雨
あ
が
り 

 

久
し
ぶ
り
に
二
泊
三
日
で
妹
と
旅

に
出
た
。
ま
ず
一
日
目
は
昼
二
時
半
過

ぎ
に
新
千
歳
空
港
に
着
い
て
ひ
た
す

ら
阿
寒
湖
ま
で
バ
ス
移
動
。
夕
食
後
各

自
ア
イ
ヌ
舞
踊
を
見
に
い
く
人
、
商
店

街
を
ぶ
ら
つ
く
人
、
私
た
ち
は
一
度
こ

こ
に
来
て
い
る
の
で
街
に
出
て
買
い

物
を
し
た
。 

 

冬
の
夜
の
花
火
を
初
め
て
見
た
。
二

日
目
待
望
の
流
氷
だ
が
ガ
イ
ド
や
添

乗
員
も
今
年
は
暖
か
い
を
連
発
、
昼
の

気
温
は
二
度
三
度
で
あ
る
。
私
は
見
た

こ
と
は
な
い
が
網
走
番
外
地
の
映
画

一
作
目
は
北
浜
駅
を
降
り
立
っ
た
所

か
ら
始
ま
っ
た
と
ガ
イ
ド
の
説
明
。
そ

の
駅
か
ら
知
床
斜
里
駅
ま
で
流
氷
が

あ
る
は
ず
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
い
の

観
光
列
車
だ
が
流
氷
は
全
く
な
し
。
し

か
し
船
は
割
引
で
出
た
。
一
時
間
ほ
ど

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
だ
が
途
中
溶
け
て

薄
氷
の
な
か
を
進
み
沖
で
「
こ
れ
ぞ
流

氷
」
と
い
う
光
景
が
広
が
り
諦
め
て
い

た
だ
け
に
船
の
中
は
大
盛
り
上
が
り
。

流
氷
の
上
に
オ
ジ
ロ
ワ
シ
も
い
た
。 

 

そ
の
夜
層
雲
峡
の
氷
瀑
祭
り
。
何
万

回
も
水
を
運
ん
で
作
っ
た
と
い
う
鍾

乳
洞
の
よ
う
な
氷
の
洞
窟
、
色
々
な
氷

像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
幻
想
的
な

光
景
を
作
っ
て
お
り
花
火
も
打
ち
上

げ
た
。
三
日
目
は
滝
が
凍
っ
た
層
雲
峡

に
寄
っ
て
バ
ス
は
新
千
歳
空
港
ま
で

雪
原
の
中
を
ひ
た
走
る
。
満
足
の
旅
だ

っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
弘
） 

 

２０１９ 
春闘始動 

会場は、参加者で一杯となりました 



                             

                             

                             

                             

                             

２０１９年 ２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４８（2） 

 

議長団に選出された、永冨地区労連議長と 
前田北九市職労書記長 

福
岡
県
労
連
第
７
１
回
評
議
員
会 

２
０
１
９
年
春
闘
の
前
進
で
安
倍
政
権
に
鉄
槌
を
！ 

 
  

福
岡
県
労
連
は
、
７
１
回
評
議
員

会
を
２
月
２
日
（
日
）
１
０
時
か
ら

第
３
偕
成
ビ
ル
４
階
会
議
室
で
開
き

ま
し
た
。
今
回
の
評
議
員
会
は
、
午

前
中
の
第
一
部
は
「
組
織
拡
大
学
習

会
」、
午
後
の
第
二
部
を
第
７
１
回
評

議
員
会
と
い
う
二
部
構
成
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

第
一
部
の
「
組
織
拡
大
学
習
会
」
で

は
、
全
労
連
黒
澤
事
務
局
次
長
に
よ
る

「
産
別
と
地
域
ロ
ー
カ
ル
一
体
の
組

織
活
動
」
と
題
し
て
、
た
た
か
い
の
中

で
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
に
成
功
し
た
黒
澤
事

務
局
次
長
の
経
験
を
交
え
て
わ
か
り

や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
は
、
１
３
時
か
ら
の
開
会
で 

第
１
号
議
案
と
し
て
金
融
ユ
二
オ
ン

福
岡
支
部
の
新
規
加
入
が
満
場
一
致

で
認
め
ら
れ
た
後
に
、
事
務
局
か
ら
、

「
経
過
報
告
、
２
０
１
９
年
春
闘
方

針
、
会
計
報
告
、
福
岡
県
知
事
選
挙
闘

争
方
針
（
案
）
な
ど
の
議
案
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し

て
１
４
人
の
評
議
員
か
ら
、
「
２
０
１

９
年
春
闘
の
取
り
組
み
、
北
九
州
市
長

選
挙
支
援
の
お
礼
、
裁
判
闘
争
、
福
岡

県
知
事
選
挙
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
知
事
選

挙
闘
争
方
針
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
加
盟
組
合
が
一
致
し
て
取
り
組
め

る
方
針
と
す
る
た
め
に
さ
ら
に
協
議

を
続
け
２
月
末
の
加
盟
組
合
代
表
者

会
議
で
確
認
・
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
は
す
べ
て
満

場
一
致
で
採
択
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
「
人
間
ら
し
く
く
ら
せ
る

社
会
の
実
現
、
安
倍
９
条
改
憲
を
死
し

す
る
た
た
か
い
と
消
費
税
増
税
阻
止

の
た
た
か
い
、
福
岡
県
知
事
選
を
は
じ

め
と
し
た
一
斉
地
方
選
挙
勝
利
、
７
月

の
参
議
院
選
挙
で
事
項
勢
力
に
鉄
槌

を
下
し
、
２
０
１
９
年
春
闘
で
の
前
進

を
め
ざ
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
２
０
１

９
年
春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
満
場
の
拍
手

で
採
択
。
山
下
県
労
連
議
長
の
力
強
い

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」
で
評
議
員
会

参
加
者
全
員
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。 

致
命
傷
と
な
る
」
と
取
り
組
み
の
内
容

に
つ
い
て
詳
し
く
発
言
が
あ
り
、
「
ボ

ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」

「
も
っ
と
周
り
に
目
を
向
け
て
運
動

し
ろ
よ
」
と
怒
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
反
省
！
反
省
！
で
す
。
本
当
に

い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

池
上
弁
護
士
か
ら
、
総
会
議
案
２
０

１
８
年
経
過
報
告
と
２
０
１
９
年
運

動
方
針
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

毎
月
定
例
で
取
り
組
ん
で
い
る
１

９
日
の
宣
伝
行
動
、
３
０
０
０
万
人
署

名
の
目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組

み
な
ど
、
頑
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
総
会
で
し
た
。 

 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ

ッ
ト
第
４
回
総
会
が
、
２
月
１
９
日

（
火
）
１
８
時
か
ら
ム
ー
ブ
大
セ
ミ
ナ

ー
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
は
、
主

催
者
発
表
で
６
０
人
、
少
し
少
な
か
っ

た
で
す
が
元
気
の
出
る
総
会
と
な
り

ま
し
た
。 

総
会
は
、
北
九
州
共
闘
の
竹
内
議
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

工
夫
を
凝
ら
し
、
北
九
州
市
内
で
様
々

な
運
動
を
し
て
い
る
６
つ
の
団
体
か

ら
、
「
①
さ
よ
な
ら
原
発
！
３
・
１
０

北
九
州
集
会
、
②
沖
縄
の
３
つ
の
現
状

と
辺
野
古
土
砂
北
九
州
の
運
動
、
③
築

城
基
地
の
強
化
、
④
平
和
資
料
館
建
設

問
題
、
⑤
北
九
州
で
の
労
働
問
題
、
⑥

消
費
税
増
税
は
中
小
業
者
に
と
っ
て

 

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会

は
、
２
月
２
８
日
（
木
）
春
闘

要
求
の
前
進
を
求
め
て
、
一
日

総
行
動
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の

行
動
は
、
全
労
連
が
呼
び
か
け

る
全
国
統
一
行
動
と
し
て
、
全

労
連
の
統
一
要
請
書
な
ど
を
、

行
政
や
経
営
者
団
体
な
ど
に

提
出
す
る
行
動
と
し
て
取
り

組
ま
れ
ま
す
。 

 

北
九
州
で
は
、
市
内
４
つ
の

駅
頭
で
の
早
朝
宣
伝
、
北
九
州

市
・
教
育
委
員
会
・
北
九
州
商

工
会
議
所
へ
の
要
請
書
提
出

と
懇
談
、
３
月
７
日
に
九
州
電

力
に
対
す
る
要
請
と
懇
談
を

行
な
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
春
闘
共
闘
加
盟
組
合

か
ら
述
べ
６
０
人
を
超
え
る

組
合
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

憲
法
変
え
る
な
！
政
治
を
変
え
ろ
！ 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
第
４
回
総
会
に
６
０
人
が
参
加 

 

２０１９年春闘での要求前進をめざし 

２・２８北九州春闘共闘連絡会一日総行動に参加を！
を！ 

平和をあきらめないネット服部代表が 
開会あいさつを行ないました 



２
，
０
０
０
億
円
の
下
関
・
北

九
州
道
路
よ
り
、
笑
顔
と
希
望
あ

ふ
れ
る
働
く
者
の
願
い
が
実
る
市

政
を
、
公
約
破
り
の
嘘
と
疑
惑
の

北
橋
市
政
か
ら
誠
実
な
永
田
市
政

へ
の
転
換
を
め
ざ
し
北
九
州
地
区

労
連
は
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

１
月
２
７
日
の
投
・
開
票
の
結
果
、

北
橋
市
政
の
４
選
を
許
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

「
笑
顔
と
希
望
の
会
」
か
ら
、

北
九
州
市
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
の
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で

全
文
掲
載
し
ま
す
。
北
九
州
市
長

選
挙
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

１
月
２
７
日
の
北
九
州
市
長
選

挙
で
、「
笑
顔
と
希
望
の
北
九
州
市

を
つ
く
る
会
」
の
な
が
た
浩
一
候

補
（
日
本
共
産
党
推
薦
）
は
、
得

票
数
で
３
８
，
４
８
８
票
、
得
票

率
で
１
４
．
７
％
（
開
票
率
９

９
％
）
を
獲
得
し
、
４
年
前
の
市

長
選
挙
で
得
た
３
６
，
９
７
９
票

を
上
回
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
当
選
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

「
笑
顔
と
希
望
の
北
九
州
市
を

つ
く
る
会
」
に
参
加
さ
れ
た
団

体
・
個
人
や
、
推
薦
者
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
、
様
々
な
支
援
を
頂

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

史
上
最
低
の
投
票
率
３
３
．
４

８
％
は
、
北
橋
陣
営
が
財
界
や
自

民
、
公
明
、
国
民
民
主
党
な
ど
、

与
党
の
組
織
力
で
押
し
切
る
戦
法

と
、
選
挙
公
報
や
法
定
ビ
ラ
か
ら

下
関
北
九
州
道
路
を
消
し
去
る
争

点
隠
し
を
行
い
、
有
権
者
の
関
心

を
高
め
る
努
力
を
放
棄
し
た
結
果

で
す
。 

北
橋
候
補
の
得
票
数
１
９
６
，

５
８
３
は
、
前
回
の
市
長
選
で
得

た
２
０
１
，
９
３
１
票
を
下
回
り
、

全
有
権
者
の
２
４
．
７
％
の
支
持

で
あ
り
、
有
権
者
が
北
橋
市
政
に

事
実
上
の
不
信
任
を
突
き
つ
け
た

も
の
と
言
え
ま
す
。 

秋
武
候
補
の
得
票
数
２
７
１
９

９
は
、
北
橋
市
政
へ
の
批
判
票
が

集
ま
っ
た
結
果
で
す
。 

な
が
た
候
補
と
「
笑
顔
と
希
望

の
北
九
州
市
を
つ
く
る
会
」
は
、

「
ア
ベ
政
治
に
モ
ノ
を
言
う
市
長

を
」「
２
千
億
円
の
下
関
北
九
州
道

路
よ
り
、
市
民
の
く
ら
し
・
防
災

へ
」
と
市
民
に
呼
び
か
け
、
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
具
体
的
施
策
と
と

も
に
、
大
型
開
発
優
先
か
ら
、
地

元
中
小
企
業
・
商
店
・
農
林
漁
業

を
ト
コ
ト
ン
支
援
す
る
政
策
を
訴

え
ま
し
た
。 

こ
の
訴
え
は
、
市
民
の
共
感
を

急
速
に
広
げ
ま
し
た
が
、
な
が
た

候
補
へ
の
投
票
に
結
実
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
笑
顔
と
希
望
の
北
九
州
市
を

つ
く
る
会
」
は
、
な
が
た
候
補
の

奮
闘
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
く

ら
し
と
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
願

う
多
く
の
市
民
と
の
共
同
を
広
げ

な
が
ら
、
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
の

実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
奮
闘
す
る

決
意
で
す
。 

 

北
九
州
市
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て 

「
笑
顔
と
希
望
の
北
九
州
市
を
つ
く
る
会
」 

 

 

 
 

 

ながた浩一  38,488 票 14.7% 
 

北橋健治   196,583 票 75.0% 
 

秋武政道    27,199 票 10.4% 

 

                             

                             

           

２０１９年 ２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４８（3） 

 

「笑顔の会」結成総会で福建労と政策協定締結 

当面の取り組み 

◆ さよなら原発！３・１０集会 

  ３月１０日（日）１２時５０分～ 

  勝山公園芝生広場（本庁舎前） 

◆ 春闘前進をめざす全国統一行動 

  ３月１４日（木）１８時１５分～ 

  小倉駅南口広場周辺 

各候補者の得票結果 

市
民
団
体
「
県
民
を
主
人
公
に
、

憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す
福
岡
県

民
の
会
」
は
、
２
月
２
１
日
記
者

会
見
を
行
な
い
、
４
月
７
日
投
開

票
で
た
た
か
わ
れ
る
福
岡
県
知
事

選
に
日
本
共
産
党
篠
田
清
副
委
員

長
を
擁
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。 

篠
田
予
定
候
補
は
無
所
属
で
立

候
補
し
、
「
憲
法
の
精
神
を
生
か

し
、
県
民
の
暮
ら
し
と
命
を
第
一

に
す
る
県
政
に
変
え
た
い
」
と
述

べ
、
福
祉
や
子
育
て
の
応
援
を
第

一
に
か
か
げ
、
今
の
県
政
か
ら
。

中
学
３
年
ま
で
の
医
療
費
完
全
無

料
化
や
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ
、
中
小
企
業
振
興
な
ど
「
４

つ
の
チ
ェ
ン
ジ
」
を
進
め
た
い
と

し
て
い
ま
す
。 

  福
岡
県
知
事
予
定
候
補
に
篠
田

清
氏
を
擁
立 

福
岡
県
民
の
会 

支持者に囲まれる永田候補 


